
アフ エレシス

1.調 査方法

有限責任中間法人 日本 アフェレシス学会では,ア フェレ

シス実施状況を定期的に調査 している。 日本人工臓器学会

が単独でレジス トレーションの調査 を行 うと,調 査施設に

二重の負担がかかると考え,有 限責任中間法人 日本アフェ

レシス学会 に調査結果の使用を依頼 し,許可をいただいた。

今 回は2003年 に郵送によりアフェレシス実施状況のアン

ケー ト調査 を行い,134施 設から回答があったものをまとめ

たものである。

本学会の前回のレジス トレーション調査は,ア フェレシス

領域については人工肝臓に関するもののみで,ア フェレシス

全体を把握 したものではなかったので比較はできなかった。

2.結 果 と考察

1)施 行方法(表1)

遠心法 は8施 設のみで,大 部分は何 らかのフィルターに

よる濾過や吸着を行ってお り,単 一膜濾過法(血 漿交換)79

施設,二 重膜濾過法や冷却濾過法87施 設,血 液吸着157施

設,血 漿吸着182施 設,サ イタフェレシス111施 設である。

2)使 用機器(表2)

遠心機器が12施 設で,1)の 遠心法 を施行 している8施

設より多いが,こ れは遠心機器を複数所有 している施設が

あるためである。多 くの施設はクラレメディカル(KM-

8500,8600,8700,8800,8900),旭 化成メディカル(Plasaut-

1000,2500,iQ),鐘 淵化学工業(MA-01)の 膜分離装置を

使用 している。 これ らは血漿交換,二 重膜濾過,血 液吸着,

血漿吸着 などのいずれにも対応で きるユニバーサルタイプ

である。また,そ の他の機器を使用 している施設は60施 設

あ り,吸 着治療用の専用装置や透析装置の応用など多岐に

わたっている。

3)血 漿分離膜(表3)

プラズマフロー(旭 化成メディカル)91施 設,プ ラズマ

キュアー(ク ラレメディカル)51施 設,サ ルフラックス(鐘

淵化学工業)48施 設である。血漿分離膜 は血漿交換はもち

ろん,二 重膜濾過や血漿吸着 などでは一次膜 として必須で

あ り,本 邦では年間45,000～50,000本 が生産されていると

いわれる。

4)血 漿成分分離器(表4)

二重膜濾過や冷却濾過で用いる二次膜で,旭化成メデイカ

ル の カス ケ ー ドフ ロ ーか ク ラ レメ デ ィ カル の エバ フ ラ ッ クス

の い ず れ か を使 用 して い る。

5)血 液 ・血漿成分吸着器(表5)

免疫吸着に用い られるイムソーバやメディソーバ,肝 性

脳症や薬物中毒 に用いられるプラソーバや活性炭,LDL吸

着用の リポソーバーが多い。

6)白 血球除去方法(表6)

旭化成メディカルのセルソーバ と日本抗体研究所のアダ

カラムを用いている施設が大部分で,遠 心分離脱やオフライ

ン白血球除去 を行っている施設は少ない。

7)疾 患別症例数と総括評価(表7)

全体の症例数は1,702例 で,潰 瘍性大腸炎が373例 で最も

多 く,次 いで劇症肝炎,重 症肝炎,術 後肝不全 などの肝疾

患が332例,関 節 リウマチ146例,家 族性高コレステロー

ル血症138例,全 身性エリテマ トーデス130例 である。総

延施行回数は関節 リウマチ2,458回,潰 瘍性大腸炎2,263回,

家族性高 コレステロール血症1,796回,全 身性エリテマ トー

デス1,579回 で,症 例数の順位 と異なるが,関 節リウマチや

全身性エリテマ トーデスには回数制限はなく,潰 瘍性大腸

炎には回数制限があ り,その差が表れたものと思われる。こ

れ らの疾患の有効率をみると,関 節 リウマチや全身性エリ

テマ トーデスでは75%以 上,家 族性高 コレステロール血症

では91%,潰 瘍性大腸炎では81%が 有効であるが,劇 症肝

炎で40%,重 症肝炎で30%,術 後肝不全で42%と 重症の肝

疾患では有効率は低い。肝疾患では重症化すると多臓器不

全を伴いやす く病態 も多岐にわたるため,血 液浄化療法を

組み合わせても救命率を向上させることが困難である。一

方,血 液型不適合腎移植39例,肝 移植15例 と移植領域で

も用いられ,そ の有効率は100%で あった。

3.ま とめ

今回は有限責任中間法人 日本 アフェレシス学会が行った

アンケー ト調査を使用 させていただいたが,今 後は日本人

工臓器学会独 自の内容の調査を行 うために,有 限責任中間

法人 日本アフェレシス学会に協力 をお願いし,調 査項 目を

追加 していただ くことを検討する必要があろう。
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表7疾 患別症例数と総括評価

*血 液 処 理量,**有 効率=(著 効+有 効)/(著 効+有 効+不 変+悪 化+判 定不 能)×100
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